
Ⅳ-157 』攀筆市輸 耀縛ηの炎要齢記藩印なにっいて

政卑え孝ェ拳部 iェ資 。わ恭  見

政蜂"上木都 ェ 負 月 、沐 媚ス

葛■通ファコム エ資 之 二 ―恙

率 首  道 路細計協の立j蔭のが広論F、導 薗ξ路オ十働者によってほどんど″董立●れた。しかし.
ぞれ嗜均董汐車キ月道をそ卜むメトロポリス釣陀島をネル興とするものが多ぃょうに思たる。と、
:1、1つ笏 市を十,じとし、若節計動にもとすく街憐綱けあの

一方法を震業した́ と足う。
この力蔵は、堵障の地テ須ウおよゲ台菫凍交運 発生的な,帥Lと芳え、神 をゾ

ーニユグす
る。しかし、とのゾ́ ニンタ¬な、、`わゆるOD調 査のように鋼 るのでlはなく、都じ、市
街比、周辺比の3つをいし4つの月に月決|(a すヽ、"らに2れを、都'ビヘの読入方向くした
がつて、赦粛掟Kかけるといつたゃり方で行う。ついで、炎議 を2のブーシおよ´ゾーレ

向に輌多イトし.それぞれの動 ま二重囃重を求める。2れにより、維罰略ギロの饗動哺慮今島を柔足しょう
とするものでぁる。こ でゝ〕よ、滅拿うにあllるこの適用と薇壱しにいと思う。

I.麟 市のW疑 澤相性およタプ́ ニニグ

鵡 ヤロ館 野のリヒ玄諮く似ユし、十考「日のキ,しレらら

スキからほつ ′K机けそれ、あι渥ヤK対 して、人通

.ズ勢"ゑ中と「悌脅饉首グ郭市̀ ウ溝たモもっこともに、一方

において羽墓デ挙を合めたこれらの却ヤκズする 形謗Fヤ
カケ性格を暮ってぃる。また氣ξ滝鶏終■としてけ Zι 渥

幸と)す22み像により、え姫、刀′島、ああ楡ヤとけZI
号およ́ そめバィパスによってこばれている。

さらに、政拿キの理彰角蒔際 みる11.JヒけtL/r●ぇ

, ら`れ、拗部はオ■タリ'|∂ごれ て、堵pしのオぐ蒟l■,東泌

表 1 発 生集中交通量容度
轟象、蒟島像、

およみ す ぐ
'リ
ヒ

■,ヒ来から蒟働

に響けたする夜侯

)'|があり、との

二つ線κよって二っの比孝にか断されてヽ るヽ。さらKまた、

会幸め 崚々りつヒ来から却嘔方向K残りたしてしヽる。これらが

道み交通の人うな濠得Kなって政拿ヤの英通湯動とキ幸К暮

窄気あろしのとしてぃる。
一方、■比看1月よ塊嗜 図 1に見ら,1るよぅに、長侯り1.

な道に暉≧まれる釘ントをキ〕じκして、通贅Vおよ夕 長傑ヽ |`と
こえわ1'ヒ比`およ次 4拠重欝砕口の2`K柱 えたこ″彰六|
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